
船舶事故等調査報告書 

平成２４年１２月２０日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１２門第７２号 

事故等種類 乗揚 

発生日時 平成２４年２月２６日 １８時００分ごろ 

発生場所 大分県中津市中津港 

 中津港北防波堤灯台から真方位２１６°７００ｍ付近 

 （概位 北緯３３°３６.７′ 東経１３１°１４.７′） 

事故等調査の経過  平成２４年５月１０日、本事故の調査を担当する主管調査官（門司

事務所）を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ 押船 豊栄
ほうえい

丸、１５０トン 

   １３４５５７、福徳海運有限会社 

Ｂ バージ ほうえい、約１,７７２トン 

   なし、福徳海運有限会社 

 乗組員等に関する情報 船長Ａ、四級海技士（航海） 

 死傷者等 なし 

 損傷 Ａ なし 

Ｂ 船底外板に擦過傷 

 事故等の経過 Ａ船は、船長Ａほか５人が乗り組み、海砂２,５５０ｍ3 を積載した

Ｂ船を押航し、荷揚げのために中津港を航行中、Ｂ船の船首に３人、

船尾に２人を配置し、Ａ船の操舵室で船長Ａが１人で操船をしていた

ところ、平成２４年２月２６日１８時００分ごろＢ船に衝撃を感じた

ことから、Ａ船の機関を停止してＢ船の各所を点検したが、浸水等の

異状は見付からず、１８時２０分ごろ、Ａ船は、Ｂ船を押して自力で

着岸した。 

 気象・海象 

 

 

気象：天気 曇り、風向 東、風力 １、視界 良好 

海象：潮汐 上げ潮の初期、潮高 約４７cm（中津港） 

日没時刻：１８時０９分ごろ 

 その他の事項 

 

中津港入港前に確認した喫水は、Ａ船が船首約３.７０ｍ、船尾約

４.６０ｍ、Ｂ船が船首約５.４０ｍ、船尾約６.００ｍであった。 

本事故発生当日の中津港の潮汐は、干潮時刻が１７時３８分、潮高

約４５cm、満潮時刻が２３時４２分、潮高約３０５cm であった。 

海図Ｗ１２４６の記載によれば、本事故発生場所の水深は約５.５

ｍ～５.７ｍ、底質は泥であり、錨泊等に適さない場所となってい

る。 

船長Ａは、中津港にはこれまでに約４００回、月平均約５回入港し

ていた。 



分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象の関与 

 判明した事項の解析 

 

Ａ あり、Ｂ なし 

Ａ なし、Ｂ なし 

Ａ なし、Ｂ なし 

Ａ船は、中津港において、干潮後間もない上げ潮初期の余裕水深が

ない状況で海砂２,５５０ｍ3 を積載したＢ船を押航して着岸しようと

したことから、Ｂ船が港内の浅所に乗り揚げたものと考えられる。 

原因  本事故は、Ａ船が、中津港において、干潮後間もない上げ潮初期の

余裕水深がない状況で海砂２,５５０ｍ3 を積載したＢ船を押航して着

岸しようとしたため、Ｂ船が港内の浅所に乗り揚げたことにより発生

したものと考えられる。 

参考 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・自船とバージの喫水、潮汐の状況及び水深を勘案し、十分な余裕

水深を確保して離着岸を行うこと。 

 




